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二
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八
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卜

一
月
二
十
七
円
、

新
屋
敷
町
甲
突
川
左
岸
緑
地
公
園
内

に
於
い
て
、
乃
木
目
的
子
夫
人
奉
覧
会

主
催
、
鹿
児
向
日川
県
神
道
汗
年
会
共
催

に
て
、
乃
木
静
子
夫
人
銅
像
建
立
除

幕
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
二
十
凶

年
九
月
十
三
日
、
鹿
児
山
県
神
道
官

年
会
創
E
M
一六
十
問
年
の
記
念
事
業
と

し
て
行

っ
た
『
乃
木
静
子
刀
自
遺
徳

顕
彰
百
年
祭
』
を
機
に
、
銅
像
復
元
の

戸
が
高
ら
か
に
上
が
り
、
平
成
二
|

六
年
九
月
十
三
日
に

[乃
木
静
子
夫

人
奉
賀
会
銅
像
建
立
実
行
委
員
会
]

が
発
足
。
県
内
外
か
ら
綴
々
な
方
の

御
協
力
を
賜
り
、
足
か
け
三
年
の
歳

部 37-~;. 

. 
月
を
以
て
無
事
に
銅
倣
が
完
成
殺
し

ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
雨
天
で
あ

り
ま
し
た
が
、
県
神
社
斤
種
子
旧
庁

長
級
を
は
じ
め
三
反
倒
以
知
事
線
、

北
海
道
よ
り
は
仲
背
協
大
野
元
会
長

様
、
全
国
よ
り
関
係
者
約
三
百
名
の

御
参
列
の
下
、
斎
主
に
富
田
界
一則
間

以
下
会
員
十
名
に
て
厳
粛
に
斎
行
致

し
ま
し
た
。
除
諒
さ
れ
見
事
に
復
元

さ
れ
た
夫
人
銅
像
が
現
れ
る
と
会
場

よ
り
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
雌
降
士
山
叫
の
会
、
小
村

光
彩
先
生
に
よ
る
薩
陪
琵
琶
奉
納
弾

奏
、
題
目
「
乃
木
静
子
」
で
引
撃
を
添
え

て
頂
き
ま
し
た
。

除
幕
式
終
了
後
、
場
所
を
ホ
テ
ル

パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
向
に
移
し
て
記
念

式
典
を
開
催
。
乾
停
の
御
発
声
を
那

須
乃
木
神
社
宮
司
波
健
二
様
に
賜
り
、

会
食
や
祝
泡
披
鋸
の
後
、
奉
賛
会
平

瀬
会
長
の
謝
詳
、
川
刷
地
定
郎
綴
(
円
削
子

夫
人
御
子
孫
)
、
村
野
利
昭
綴
(
村
野

山
人
翁
御
子
孫
)
、
東
京
都
乃
木
神
社

常
司
加
藤
司
郎
様
と
、
夫
人
に
関
わ

り
の
深
い
み
々
よ
り
御
祝
併
を
賜
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
忘
皐
館
大
学
教
授

原
口
泉
先
生
、
当
会
茶
木
会
長
の
候

修
の
後
、
川
明
記
作
家
、
久
野
潤
先
生
を

お
約
き
し
て
の

『乃
木
前
子
血
王
将

を
文
え
た
生
涯
』
を
出
題
に
記
念
論

演
を
実
施
し
ま
し
た
。
(
現
在
講
演
録

を
作
成
中
)

【風
は
南
か
ら
】

3
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ぎ
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へ

よ

先
人
体
人
の
泣

志

を

新

生
臨

時
魂

t

川
内
市
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
六
十
周

年
の
テ

l
マ
に
相
応
し
い
継
続
事
業

と
な
り
、
今
後
は
夫
人
の
泣
徳
継
承

と
銅
像
の
護
持
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
後
の
奉
掛
川
会
の
活
動
と
致

し
ま
し
て
は
、
四
月
に
夫
人
銅
像
前

で
の
花
見
会
、
十

一
月
に
は
建
立
一

間
年
を
記
念
し
記
録
誌
の
制
作
、
式

典
を
開
併
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
度
の
銅
像
川
建
に

際
し
、
以
神
社
庁
を
は
じ
め
斯
界
の

皆
同
時
方
よ
り
賜
り
ま
し
た
御
原
伯
、

当
日
御
参
列
限
き
ま
し
た
β
々
、
除

幕
式
前
日
よ
り
御
協
力
頂
い
た
会
員

の
皆
様
方
に
衷
心
よ
り
厚
〈
御
礼
を

申
し
上
げ
、
耐
町
仮
な
が
ら
御
報
告
と

さ
せ
て
限
き
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
、
夫

人
銅
像
を
御
覧
下
さ
い
。
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